
「算数・数学ステップ・アップ５」実践例 

＜実践例＞ 

○ 

 

<テーマ>３人グループでの解決活動により深い学びにつなげる取組（東松島市立大塩小学校） 

【ねらいと特色】 

本単元のねらいは，比の表し方とその意味，比の値の求め方とその意味，等しい比の意味を理解させること

である。学習を進めるに当たって，類推的思考を働かせて自力解決を行えるように，前時の学習内容を想起さ

せ，既習事項の活用を意識させてきた。６年生だと既習事項の中から必要なものを取捨選択する力も必要にな

ってくる。今回は，前時の学習内容以外のものを活用する課題を設定し，取捨選択する場面を設けた。また，

課題を解決するために，自分の考えをノートに書いたり，友達の考えを青ペンでメモさせたりするようにし

た。自分の考えを話すことを苦手としている実態を踏まえて自力解決後の３人グループでの話合いを繰り返し

行ってきた。考えの相違点に気付いたり，他の考えがないかどうか話し合うことができたりしたことで，思考

力が深まり，数学的な考え方もできるようになってきた。 

【実践の概要】 
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〇既習事項の掲示 
→集団解決で児童が書い
た考えを既習事項とし
て教室掲示する。 

 

学習前 学習後 

言語活動の充実 
比の両方に，同じ数を掛けたり割っ

たりすればできそうだ。前の時間で

勉強したことを使えばいいんだ。 

公倍数で考えたり，比の値を求め

たりする方法を使うと，等しい比か

どうか調べることができるんだね。 

ねらい 

〇既習事項の確認 
Ｔ ８：２０と等しい比を見つ
けてみよう。 

Ｃ ８：２０＝１６：４０ 
Ｃ 両方の比に２を掛けた。 
Ｃ ８：２０＝４：１０ 
Ｃ 両方を２で割った。 

〇自力解決 

（類推的思考を働かせて） 

→前時の想起 

→既習事項の取捨選択，活用 

Ｔ 両方の比に同じ数を掛

けたり同じ数で割ったり

することができないね。 

Ｔ  等しい比とは言えな

い？ 

Ｃ ８と６の公倍数を見つ

けることができるかな。 

Ｃ 最も小さい整数の比に

直すとできるかな。 

〇グループでの解決活動 
→自分の考えを伝えよう。 
→分からないところは質問しよ
う。 

Ｃ 私は，８と６の公倍数を見つ 

けました。やり方は・・。 

Ｃ ぼくは，いちばん小さい整数 

の比を見つけようとしたけど。 

Ｃ ぼくも同じやり方を考えた 

よ。４や３で割ると，等しい比 

を見つけることができるよ。 

８：２０と６：１５は等しい比か

どうか調べよう。 

○グループ活動 

→自分の考えを話すことが苦手な児
童でも，３人で伝え合う中で考えを
練り上げられる。 

 


